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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報１０月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその４０ 乾乳期こそ適正な管理を！
牛群検定成績表から、分娩予定日と乾乳予定日を把握して、きちんと乾乳してるかどうか
自己診断しましょう

２ 酪農ジャ－ナル１０月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第３１回）「牛評」を活用した乳用後継牛と肉用肥育素牛の生産
牛群検定成績の「牛評」の活用方法を紹介

３ ホルスタイン９月号 ホルスタイン・マガジン社
2015年度乳用牛群能力検定成績速報
昨年度の検定成績の全国とりまとめ概況を紹介

４ ＬＩＡＪニュ－ス９月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その４４）
もうひとつの夏季乳量減（出荷乳量）
夏季に極端に乳量が減少していませんか？出荷乳量減少の原因を繁殖面から紹介

牛群検定の各種研修会を開催します。奮ってご参加ください！

都道府県試験場や普及センタ－、家保等の牛群検定関係者、検定組合のご担当者はもちろん、検定員や
検定農家など熱意のある方々であれば、皆さんご参加頂けます。いずれも参加費は無料ですが、交通費や
宿泊代、食費等はご負担ください。また、お住まいから近隣の会場でなくとも参加できます。

１ 検定員研修会
主な内容 ①ボディコンディション判定実習

②乳量計の取り扱い実習
③検定成績表の見方と活用 等

日時と場所
東日本 １１月２１日月～２２日火 岩手県岩手郡雫石町 小岩井農場
西日本 １２月１４日木～１５日木 宮崎県都城市 都城農業高等学校

２ 指導者研修会
主な内容 ①検定成績表の活用

②指導事例 大山乳業 今吉課長
③繁殖管理の現状と課題 石狩地区農済 獣医師 安藤次長
④改良情報の有効活用 家畜改良センタ－ 大澤係長

日時と場所
東日本 １月１２日木～１３日金 群馬県高崎市 白銀ビル２Ｆ
西日本 １１月３０日水～１２月１日木 広島県広島市 ＲＣＣ文化センタ－６Ｆ

３ パソコン研修会
主な内容 ①検定組合パソコンの活用／実習

②繁殖台帳Ｗｅｂシステムの活用／実習
日時と場所 １月１９日木～２０日金

東京都江東区 家畜改良事業団会議室

申し込み等の詳細は以下のホ－ムペ－ジをご覧ください

牛群検定全国協議会 検索



泌乳持続性の遺伝評価値の表示が変更となります！

今月の検定成績表および改良情報から、泌乳持続性の遺伝評価値の表示が下図の通り変更となります。
変更点を確認するとともに、泌乳持続性の重要性を再確認してみましょう。
１ 変更の内容
泌乳持続性は、これまで「１００」を基準とした９７～１０３の７段階で表示（RBV）していました。これを「０．００」

を基準として、以下の対応表のとおりに、－９．９９～＋９．９９で表示（SBV）するように改めます。
泌乳持続性が表示されている牛群改良情報、ゲノミック評価情報、検定成績表、次世代診断情報などが対象
です。
２ 泌乳持続性の活用
泌乳持続性の改良は、以下にあげたような高泌乳で飼いやすい牛群を作出します。また、いろいろな相乗

効果から長命連産性をも期待できる遺伝評価です。これまで７段階でしか見ることが出来ませんでしたが、こ
れからはより詳細に活用ができるようになります。
（１）泌乳が安定的に継続することから、エネルギーバランスが安定します。
（２）ボディコンディションが安定し、飼料効率が高まります。
（３）難産回避などの分娩事故や、繁殖性を改善します。
（４）周産期病の低減を期待できます。

検定成績表のミニミニチェック（その１）
～Ｐ／Ｆ比を見てみよう～

Ｐ／Ｆ比から、濃厚飼料給与の状態を見ること
ができます。１．００を越える牛は濃厚飼料給与
量が過多の状態です。盗食や選び食いが考え
られます。頭数的に多いときは、飼料設計の再
考も必要となります。


